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静
電気放電 （ESD） および静電

気とは一般的に言えば、 カー

ペット敷の床を歩いた後に金属

のドアノブに触れたときや車のドアを開け

るときに感じるショック以上のものではな

い。 発生する電圧は、 ２つの物質の相性

や湿度など、 いくつかの要因によって決ま

る。 それでも 「無害な」 ショックとはいえ

25,000V 以上になる。

ESD は、 異なった電位の物体間で、 そ

の電位差を無くすために、 接触、 アーク

放電、 誘導などによって起こる急速な電

荷の移動であると定義できる。

人間が感じられる ESD の閾値はだい

たい、 わずか 3,000V 前後なので、 人が

知覚できる静電気放電は、 どんな形態で

あれ、 この電圧以上である。 この高い電

圧スパイクの持続時間は百万分の１秒以

下であり、合計エネルギーは、エネルギー

が拡散していく人間の体の大きさに比べ

れば小さい。 人体から見ると、 ESD は何

ら悪影響を及ぼさない。 しかし、 ESD が

小さな電子部品を通過すると、 3000V よ

り低い 500V の ESD でも、 多くの部品が

損傷するほど、 エネルギー密度は相対的

に大きくなる。

部品寿命において製造からサービスま

で、 どこのステージでも、 ESD による損傷

が起こりうる。

長年、 ダイオードやトランジスタのような

半導体部品が特に ESD に対して影響され

やすいと思われていたが、 今では、 抵抗

器のような受動素

子が時には能動

素 子よ り ESD に

影響されやすいこ

とが分かった。 適

切な予防 策 がと

られない限り、 電

子 部 品の多 く は

ESD に よ っ て 損

傷を受ける。 ESD

抵抗器のESDによる劣化リスク：	
小型化で悪化、金属箔抵抗は影響軽微

表 １ 
– 金属箔チップと薄膜チップの電気的仕様

製造技術
ベスト TCR、MIL
規格の範囲

全てのチップサイズ
における、抵抗値(オ
ーム)の範囲

バルク
金属箔

0.2 ppm/°C  5Ω ～ 150 kΩ

薄膜 10 ppm/°C 30Ω ～ 3 MΩ




